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 新潟市は篠田市政の発足以来，財政を顧みない放漫財政により危

機的財政状態となり，平成 28 年度末の市債残高（見込み）は 9,959

億円と，膨大な借金地獄になっています。 

・一般会計 5,829 億円（うち臨時財政対策債 1,836 億円） 

・企業会計 4,023 億円 

・特別会計 107 億円 

・合計 9,959 億円 

（新潟市財務部財務課資料） 

・市民１世帯当たり 297 万円（33 万 5,266 世帯） 

・市民１人当たり 125 万円（79 万 7,965 人）  

（平成 29 年度資料より） 

このような借金地獄になった要因は，予算等の議案に財政を顧み

ず異議なし賛成と篠田市長にごますりした議員にも，当然のことな

がら結果責任が帰属します。 

 借金地獄を解消し無能議員を排除し，議員の質の向上を図る意味

合いから，各区別に議員定数の削減を求めたく，陳情いたします。 

（裏面につづく） 
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改正議員定数        平成 29 年４月住民基本台帳より 

 改正議員
定  数 

現行議員
定  数 

増減 人口（人） 世帯数 

北 区 ３ ５ ▲２ 75,375 28,729 

東 区 ６ ９ ▲３ 137,942 60,386 

中央区 ７ 11 ▲４ 176,516 86,416 

江南区 ３ ４ ▲１ 69,204 26,735 

秋葉区 ３ ５ ▲２ 77,545 29,452 

南 区 ２ ３ ▲１ 45,577 15,772 

西 区 ６ 10 ▲４ 157,408 67,493 

西蒲区 ２ ４ ▲２ 58,398 20,283 

合 計 32 51 ▲19 797,965 335,266 

・改正議員数は市民 2 万 5,000 人に１議員とする。 

・人的削減数は，51 人－32 人，合計 19 人 

市議会議員選挙が激戦となり議員の質の向上となる。 

・財政的には，議員１人当たりの年間報酬 1,210 万円×19 人，合計

２億 2,990 万円の経費の削減ができる。 

 

 


